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次
号
は
９
月

日(

土
曜)
に
発
行
し
ま
す

　︻
歴
史
︼
一
九
一
二
（
大

正
元
）
年
、
志
段
味
西
尋
常

小
学
校
と
吉
根
尋
常
小
学
校

の
合
併
に
よ
り
創
設
さ
れ
た

志
段
味
西
尋
常
小
学
校
が
始

ま
り
。
二
〇
一
一
（
平
成
二

十
三
）
年
に
創
立
百
周
年
を

迎
え
、
現
在
は
児
童
六
百
四

十
三
人
が
通
っ
て
い
る
。

　︻
特
色
︼
「
学
校
だ
け
で

賄
え
な
い
と
こ
ろ
を
、
地
域

の
方
々
に
助
け
て
い
た
だ
い

て
い
る
」
と
石
川
敏
浩
校
長
。

　Ｐ
Ｔ
Ａ
の
父
親
有
志
「
お

や
じ
の
会
」
が
学
区
内
の
夜

間
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
行
っ

て
い
る
ほ
か
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
地

域
の
人
ら
「
読
書
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
」
が
、
始
業
前
の
時
間

や
学
校
行
事
「
読
書
ま
つ

り
」
で
児
童
た
ち
に
読
み
聞

か
せ
を
し
て
い
る
。

　︻
取
り
組
み
︼
身
近
な
自

然
に
目
を
向
け
て
ほ
し
い
と

い
う
思
い
か
ら
「
志
西
自
然

通
信
」
を
発
行
し
、
校
内
各

所
に
掲
示
。
子
ど
も
や
教
職

員
が
見
つ
け
た
動
植
物
な
ど

話
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

　ま
た
基
本
的
な
生
活
習
慣

の
確
立
を
目
指
し
、
重
点

（
そ
う
じ
・
あ
い
さ
つ
・
ト

イ
レ
ス
リ
ッ
パ
の
整
頓
・
な

ふ
だ
着
用
・
ろ
う
か
歩
行
）

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
み

ん
な
で
取
り
組
も
う

そ
う


あ
・
す
・
な
・
ろ
」
で
表
現
。

「
さ
ん
ぽ
」
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
の

替
え
歌
も
校
内
に
流
れ
る
。

　︻
校
長
先
生
か
ら
志
段
味

西
小
の
子
ど
も
た
ち
へ
メ
ッ

セ
ー
ジ
︼
志
段
味
西
で
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
体
験
し
、
よ

り
知
る
こ
と
で
志
段
味
西
を

ま
す
ま
す
好
き
に
な
っ
て
ほ

し
い
。
大
き
く
な
っ
た
時
、
か

け
が
え
の
な
い
ふ
る
さ
と
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

志
段
味
西
小
学
校

　
　深
沢
二
ノ
一
七
七

「志西自然通信」のクイズ

は子どもたちにも大人気

みんなで「そう!あ・す・な・ろ」

　▽
西
部
航
生
さ
ん
＝
瀬
古

東
１
＝
の
投
稿
写
真
①

　お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
か
ら
送
ら
れ
て
き
た

採
り
た
て
の
ナ
ス
で
す
。
目

を
付
け
て
み
た
ら
…
お
互
い

に
び
っ
く
り
⁈

　
　
　◇

　
　
　◇

　▽
志
段
味
支
所
さ
ん
＝
下

志
段
味
横
堤
＝
の
投
稿
写
真

②
　し
だ
み
こ
ち
ゃ
ん
も
夏
本

番
に
な
り
ま
し
た


　︿
本
紙
か
ら
﹀
同
支
所
玄
関

に
飾
ら
れ
て
お
り
、
浴
衣
姿

は
八
月
末
ま
で
と
の
こ
と
。

※
紙
面
の
都
合
で
ご
紹
介
が

遅
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　守
山
さ
わ
や
か
コ
ン
サ
ー
ト

「
ふ
る
さ
と
の
歌

　人
生
の
歌

～
い
ま
奏
で
る
心
の
原
風
景

～

」

が

九

月

二

十

八

日

（
土
）
、
守
山
文
化
小
劇
場
＝

小
幡
南
一
＝
で
開
か
れ
る
。
午

後
二
時
開
演
、
同
一
時
半
開
場
。

　守
山
文
化
小
劇
場
開
館
二
十

周
年
の
記
念
企
画
で
、
芸
術
文

化
の
発
信
な
ど
を
続
け
て
い
る

「
守
山
の
文
化
を
考
え
る
会
」

と
同
劇
場
が
主
催
。
音
楽
で
時

代
を
振
り
返
る
舞
台
に
は
、
ソ

プ
ラ
ノ
の
美
口
啓
子
さ
ん
、
箏

の
野
村
祐
子
さ
ん
、
ハ
ー
プ
の

木
村
直
子
さ
ん
ら
区
内
在
住
の

演
奏
家
が
多
数
登
場
す
る
。

　演
奏
曲
の
ア
レ
ン
ジ
は
、
国

内
外
で
の
注
目
が
高
ま
っ
て
い

る
作
編
曲
家
で
、
大
森
小
に
も

通
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
と
い

う
山
本
翔
太
さ
ん
が
手
掛
け
た

も
の
。
ま
た
、
地
元
の
小
中
学

生
が
集
ま
っ
て
昨
年
誕
生
し
た

「
も
り
っ
こ
彩

い
ろ
ど
り

合
唱
団
」
も

出
演
し
、
積
み
重
ね
て
き
た
練

習
の
成
果
を
披
露
す
る
。

　プ
ロ
グ
ラ
ム
（
予
定
曲
）
は

「
大
人
の
た
め
の
ジ
ブ
リ
メ
ド

レ
ー
」
「
『
童
謡
唱
歌
』
よ

り
」
「
美
空
ひ
ば
り
～
坂
本
九

メ
ド
レ
ー
」
ほ
か
。
「
こ
の

日
、
た
っ
た
一
回
、
守
山
で
し

か
聴
け
な
い
コ
ン
サ
ー
ト
で

す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ

い
」
と
舞
台
の
総
合
制
作
を
担

当
し
、
当
日
は
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

も
務
め
る
白
樺
八

さ
ん
。

　チ
ケ
ッ
ト
は
一
般
二
千
五
百

円
、
子
ど
も
（
着
席
し
て
静
か

に
聴
け
る
子
ど
も
か
ら
中
学
生

ま
で
）
千
円
。
託
児
（
九
月
二

十
日
ま
で
に
予
約
要
）
あ
り
、

一
人
五
百
円
。
チ
ケ
ッ
ト
申
し

込
み
・
託
児
予
約
は
メ
ー
ル
＝

moriyamabunka20@gmail.

com

＝
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
＝
０

５
２
（
７
９
８
）
１
４
１
４

（
コ
ス
モ
ア
ル
テ
）
＝
へ
。
チ

ケ
ッ
ト
は
守
山
文
化
小
劇
場
で

も
取
り
扱
っ
て
い
る
。

　問
い
合
わ
せ
は
白
樺
さ
ん
＝

携
帯
０
９
０
―
４
２
５
７
―
９

１
９
２
＝
へ
。

　
　
　◇

　
　
　
　◇

　同
コ
ン
サ
ー
ト
の
招
待
券
を

本
紙
読
者
三
組
六
人
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

　は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
お
届
け
の
中

日
新
聞
販
売
店
名
を
明
記
し

て
、
〒
４
６
３
―
０
０
０
７
、

松
坂
町
三
五
二
、
守
山
ホ
ー
ム

ニ
ュ
ー
ス
「
さ
わ
や
か
コ
ン
サ

ー
ト
」
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
へ
。

　締
め
切
り
は
二
十
八
日
（
水
）

必
着
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
。
当
選
者
へ
の
発
送
を
も
っ

て
発
表
に
代
え
ま
す
。

　同
コ
ン
テ
ス
ト
は
守
山
区
の

新
た
な
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
、

地
域
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
深
め

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
区
役

所
が
開
催
。
二
回
目
と
な
っ
た

本
年
度
は
「
守
山
区
を
彩
る

『
あ
か
色
・
も
も
色
』
」
を
テ

ー
マ
に
し
て
行
わ
れ
た
。

　四
―
六
月
の
募
集
期
間
に
寄

せ
ら
れ
た
〝
力
作
〟
は
二
十
九

人
に
よ
る
五
十
点
。
ま
た
、
七

月
の
約
一
カ
月
間
に
は
全
作
品

を
紹
介
す
る
写
真
展
が
区
役
所

中
央
玄
関
で
開
か
れ

た
ほ
か
、
こ
の
ほ
ど

審
査
に
よ
り
五
点
の

入
賞
作
品
が
決
ま
っ

た
。　最

優
秀
賞
に
輝
い

た
酒
井
さ
ん
の
作
品

は
、
こ
と
し
二
月
に

生
玉
稲
荷
神
社
＝
小

幡
中
三
＝
で
撮
影
し

た
「
厄
除よ

け

祭
」
の
ワ

ン
シ
ー
ン
。
同
コ
ン

テ
ス
ト
が
始
ま
り
、

作
品
募
集
の
チ
ラ
シ

を
見
た
際
に
こ
の
写

酒
井
さ
ん
（
左
）
へ
信
田
直
己

区
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
た

守
山
さ
わ
や
か
コ
ン
サ
ー
ト「
ふ
る
さ
と
の
歌

人
生
の
歌
～
い
ま
奏
で
る
心
の
原
風
景
～
」

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が
出
発
式


団
体

人
超
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　「
夏
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

県
民
運
動
」
初
日
の
一
日
、
守

山
署
管
内
の
青
色
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
に
よ
る
出
発
式
が
同
署

＝
脇
田
町
＝
で
開
か
れ
、
学
区

と
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
十
九
団
体
ら
六

十
人
以
上
が
集
ま
っ
た
。

　式
は
駐
車
場
で
行
わ

れ
、
里
見
勝
之
署
長
が

「
管
内
の
犯
罪
件
数
は

減
少
傾
向
だ
が
、
自
動

車
盗
は
多
く
発
生
し
て

い
る
」
な
ど
と
あ
い
さ

つ
。
ま
た
、
守
山
旭
防

犯
連
合
会
の
加
藤
章
一

会
長
は
「
犯
罪
の
さ
ら

な
る
減
少
の
た
め
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
」
と
激
励
し
た
。

　防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

代
表
者
の
「
犯
罪
の
な

い
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め

ま
す
」
と
い
う
安
全
宣
言
の

後
、
各
隊
隊
員
が
担
当
地
域
を

巡
回
す
る
〝
青
パ
ト
〟
に
乗
り

込
ん
で
出
発
。
信
田
直
己
守
山

区
長
も
激
励
に
駆
け
付
け
、
拍

手
を
し
な
が
ら
車
列
を
見
送
っ

た
。

ン
ジ
で
加
熱
す
る
な
ど
、
ミ
ル

ク
う
い
ろ
う
に
も
挑
戦
し
た
。

　焼
き
上
が
り
を
待
つ
参
加
者

は
、
オ
ー
ブ
ン
の
中
を
の
ぞ
き

込
み
「
ま
だ
か
な
」
「
早
く
食

べ
た
い
」
と
落
ち
着
か
な
い
様

子
。
試
食
で
は
「
お
い
し
い
」

と
笑
顔
を
見
せ
て
い
た
ほ
か
、

「
作
る
の
が
楽
し
い
」
「
み
そ

っ
て
い
い
匂
い
が
す
る
」
な
ど

の
感
想
を
話
し
て
い
た
。

　「
守
山
区
魅
力
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
表
彰
式
が
守
山
区
役

所
＝
小
幡
一
＝
区
長
室
で
二
日
に
催
さ
れ
、
最
優
秀
賞
に
選
ば

れ
た
酒
井
鈴
夫
さ
ん
八
二
＝
西
新
＝
を
は
じ
め
、
入
賞
者
へ
表

彰
状
な
ど
が
贈
ら
れ
た
。

最
優
秀
賞
に
酒
井
鈴
夫
さ
ん

真
の
存
在
を
思
い
出
し
、
応
募

し
た
と
の
こ
と
。

　こ
れ
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
し
て
き

た
と
い
う
酒
井
さ
ん
は
「
う
れ

し
い
。
喜
び
で
い
っ
ぱ
い
」
と

に
っ
こ
り
。
「
こ
ん
な
素
晴
ら

し
い
神
社
、
お
祭
り
が
あ
る
こ

と
を
広
く
伝
え
た
か
っ
た
」
と

も
話
し
て
い
た
。

〝
名
古
屋
ら
し
い
〟お
菓
子
作
り
を

子
ど
も
の
料
理
教
室
が
大
人
気

　子
ど
も
の
料
理
教
室
「
か
ん

た
ん
お
菓
子
作
り
」
が
八
日
、

守
山
区
社
会
福
祉
協
議
会
＝
小

幡
南
一
＝
調
理
実
習
室
で
開
か

れ
、
小
学
一
―
五
年
生
の
男
女

二
十
人
が
〝
名
古
屋
ら
し
い
〟

お
菓
子
作
り
を
楽
し
ん
だ
。

　名
古
屋
市
の
市
章
に
ち
な
ん

だ
「
ま
る
は
ち
の
日
（
八
月
八

日
）
」
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
で
、

食
育
を
目
的
に
守
山
児
童
館
が

主
催
。
こ
と
し
の
参
加
者
募
集

に
は
、
定
員
の
二
倍

近
い
申
し
込
み
が
あ

っ
た
。

　参
加
者
は
持
参
し

た
エ
プ
ロ
ン
や
三
角

巾
な
ど
で
身
な
り
を

整
え
、
四
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
調

理
。
薄
力
粉
や
ベ
ー

キ
ン
グ
パ
ウ
ダ
ー
、

名
古
屋
み
そ
と
い
っ

た
材
料
を
み
ん
な
で

確
認
し
な
が
ら
混

ぜ
、
み
そ
ク
ッ
キ
ー

の
生
地
を
作
っ
た
。

　し
ば
ら
く
生
地
を
休
ま
せ
た

後
、
小
分
け
し
て
手
で
形
作

り
、
天
板
に
並
べ
て
オ
ー
ブ
ン

で
焼
い
た
。
ま
た
、
薄
力
粉
や

砂
糖
、
牛
乳
を
混
ぜ
て
電
子
レ

美
口
啓
子
さ
ん
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

野
村
祐
子
さ
ん
（
箏
）

〈
優
秀
賞
〉
「
愛
車
」
阿
部
千

恵
子
さ
ん
＝
上
志
段
味
東
谷

〈
区
長
賞
〉
「
大
森
寺
」
小
川

奈
未
さ
ん
＝
西
区
中
小
田
井

〈
優
秀
賞
〉
「
桜
色
に
染
ま
っ
た
龍

泉
寺
」
吉
村
裕
司
さ
ん
＝
川
上
町

〈
優
秀
賞
〉
「
マ
メ
ナ
シ
の
花
咲
く

こ
ろ
」
村
里
茂
延
さ
ん
＝
笹
ケ
根
３

〈最優秀賞〉「雄叫び」酒井鈴夫さん＝西新

「おいしくできるかな」調理台を囲む仲間と協力

19団体・19台の青パトを送り出す里見署長（左）ら

守山文化小劇場から生まれた「もりっこ彩合唱団」


